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史上初めて政府とターリバーンの
和平交渉開始
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　2020年のアフガニスタンはターリバーンをめぐる状況が著しく変化した 1 年と
なった。2018年12月から10回以上にわたり協議を継続してきたアメリカとターリ
バーンは，2020年 ₂ 月29日にカタールの首都ドーハで和平合意に署名した。この
合意では，米軍は段階的に撤退を進め，135日以内に全面撤退することが明記さ
れた。さらに，アフガニスタン政府とターリバーンが収監している囚人を相互に
釈放することなどを条件に，両者が和平交渉を開始することも明記された。以後，
囚人釈放をめぐる対立もあったが，アメリカの調停により 9 月12日にはドーハで
史上初めて政府とターリバーンによる和平交渉が開始された。
　他方，2019年 9 月の大統領選挙の最終結果発表は，大幅な遅れへの批判が集ま
るなか，2020年 ₂ 月18日に独立選挙管理委員会（IEC）により行われ，ガニー大統
領が僅差で再選を果たした。しかし，次点のアブドゥッラーは結果を受け入れず，
自らが当選したと宣言し， 3 月 9 日にはガニーとアブドゥッラーがそれぞれ大統
領就任式典を挙行するという事態に至った。政府とターリバーンとの和平交渉を
仲介する立場のアメリカは，政治的分裂を回避するため，支援削減を含めた強い
姿勢で解決を迫った。最終的に，両者は 5 月17日に「包括的政府」樹立で合意し，
政治的合意文書に署名した。アブドゥッラーは和平交渉を統括する国家和解高等
評議会議長に就任し，全閣僚の半数を任命できる大きな権限を確保した。
　経済社会面では厳しい状況が続いた。新型コロナウイルス感染症の蔓延により
経済活動は停滞し，和平交渉を開始したターリバーンの攻撃拡大や民間人を標的
としたテロ事件の頻発などにより治安情勢はいっそう悪化した。また，2021年か
らの ₄ 年間の国際支援について協議するため，11月に開催されたアフガニスタン
支援国会合では，各国・機関からの拠出総額が ₄ 年前と比べて大きく削減された。

2020年のアフガニスタン

https://doi.org/10.24765/asiadoukou.2021.0_565
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国 内 政 治

ターリバーンとアメリカの和平合意成立から政府との和平交渉開始
　2001年 9 月11日のアメリカ同時多発テロ事件以降のアフガニスタン政治では，
ターリバーンを排除した形での自立した新たな国家を建設することが，アメリカ
と関係各国による支援の前提であった。しかし，アメリカは2018年からターリ
バーンを包摂した形での国家建設を進める方向に舵を切った。同年末から本格的
に始動したターリバーンとアメリカとの和平協議は，パキスタンの仲介もあって
2019年を通して急速に進展し，2020年についに和平合意という成果をみた。2020
年は今後，アフガニスタン政治史における大きな転換点として記憶されることに
なるだろう。なお，この和平合意に至る過程でも隣国パキスタンが仲介者として
果たした役割は極めて重要であった（詳細は「対外関係」参照）。
　2020年 1 月 ₂ 日，アメリカ政府関係者はターリバーンとの和平合意締結が間近
であるとの発表を行った。 ₂ 月12日にはトランプ大統領が，和平合意締結前に ₇
日間の「暴力の削減」がターリバーンにより履行された場合という条件付きなが
ら，和平合意を承認した。これを受けて，同月21日にマイク・ポンペオ米国務長
官とターリバーンが同時に声明を出し，27日にドーハで和平合意を締結すること，
およびその条件として翌22日から ₇ 日間の「暴力の削減」，つまり停戦を履行す
ることが発表された。
　 ₂ 月29日，関係国や国際機関の関係者が列席するなか，ドーハでハリルザード
米和平担当特使とターリバーンのナンバー ₂ であり，ドーハ対外事務所所長を務
めるモッラー・アブドゥル・ガニー・バラーダルが和平合意に署名した。その合
意内容の骨子は表 1 のとおりである。同日ターリバーンの指導者アーホンドザー
ダは，合意はターリバーンによる「勝利」であり，外国部隊の占領の終結をもた
らすものと評価し，同時にターリバーンのメンバーたちに合意内容遵守を指令し
た。アフガニスタン政府とアメリカも共同宣言を発表し，ターリバーンが合意内
容を遵守した場合には14カ月以内に米軍が全面撤退すると明言した。
　和平合意には， 3 月10日から政府とターリバーンが「アフガニスタン人内部対
話」，つまり両者の和平交渉を開始することが明記された。その前提条件として，
政府は収監している囚人5000人を，ターリバーンは1000人をそれぞれ釈放する

「囚人釈放」を行うことが定められていた。この点について，政府は当初拒否の
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姿勢をみせ，実際ガニー大統領は合意翌日の 3 月 1 日に政府がターリバーンの囚
人の釈放に関与することはないと発言した。これを受けて，翌 ₂ 日にターリバー
ンの報道官は，5000人の囚人が釈放されないかぎり直接交渉に参加しないと明言
した。これにより，当初設定された 3 月10日の交渉開始は延期された。他方，ア
メリカはこの点に関してターリバーンを支持する姿勢をみせ， 3 月 3 日にはトラ
ンプ大統領がバラーダルと直接電話会談を行い， 5 日にはエスパー国防長官が合
意内容を遵守しようとするターリバーン側の姿勢を評価する発言がみられた。
　この時期，後述するように前年の大統領選挙結果をめぐるアフガニスタン国内
の政治対立が深刻化し，ターリバーンとの関係をめぐっても政治的主導権争いが
激化していた。このようななか， 3 月11日，ガニー大統領はターリバーンとの和
平交渉開始のための障害となっていた囚人釈放について，その一部である数百人
を同月15日に釈放することを承認する大統領令に署名した。しかし，釈放予定日
の前日にその実施は突如延期され，和平交渉が頓挫する可能性も取り沙汰された。
世界的には新型コロナウイルス感染症の流行が拡大したことで，外交使節の往来
が困難になりつつあった時期にもかかわらず， 3 月23日にポンペオ米国務長官が
カーブルに急遽来訪した。来訪の主目的は国内の政治的対立の解消であったが，

表 １　アメリカ・ターリバーン間和平合意（2020年 2 月29日）内容骨子
アメリカ側遵守事項概要

1
署名から14カ月以内に，外交官以外の民間企業関係者，民間軍事会社関係者，訓練員，
顧問を含めたアメリカおよびその同盟国の軍隊は全面撤退する。そのための第 1 段階と
して135日以内に駐留米軍の数を8600人まで削減する。さらにターリバーン側が合意内
容を遵守した場合には，その後 9 カ月半の間に全面撤退する。

2
2020年 3 月10日開始予定の「アフガニスタン人内部対話」に向け，政府側に収監されて
いるターリバーン側囚人5000人を，ターリバーン側に収監されている政府側囚人1000人
を釈放するように調整する。

3 ターリバーンに関する国連の制裁リストを2020年 5 月29日までに，アメリカの制裁リス
トを同年 8 月27日までに見直す。

ターリバーン側遵守事項概要

1

ターリバーンのメンバーやアル・カーイダ，その他の組織や個人が，アメリカとその同
盟国にとっての安全上の脅威となる活動をするために，アフガニスタンの国土を使用さ
せないこと。また，そのような人物や組織に対してターリバーンのメンバーが協力や庇
護，資金提供などをしないこと。さらに，アメリカとその同盟国の安全上の脅威となる
組織・人物に対してビザ，パスポート，渡航許可などを発給しないこと。

（注）　なお，合意文中でターリバーンは自称する国家名称である「アフガニスタン・イスラー
ム首長国」と記されている。同時にアメリカは未承認である点も明記されている。

（出所）　各種発表と報道に基づき筆者作成。
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停滞する政府とターリバーンとの和平交渉開始を促す目的も含まれていた。アメ
リカ側としては，11月の大統領選挙を控え，アフガニスタンから米軍の撤退を迅
速に進めたいとの意図があった。そのためには政府とターリバーンの直接和平交
渉開始が必要条件だったのである。
　その結果， ₄ 月 ₂ 日に政府は囚人100人を，ターリバーンは囚人20人をそれぞ
れ釈放することを発表した。その後，双方は段階的に囚人の釈放を進めたが，そ
の最中の同月13日にドーハでハリルザードとミラー駐留米軍司令官がバラーダル
率いるターリバーン代表団と会談した。会談後，ハリルザードは Twitter 上で囚
人交換の重要性について強調し，ターリバーンが囚人釈放を重視していることが
うかがわれた。しかし， ₂ 月末の和平合意以降も国内の武力衝突の件数はむしろ
増加し， ₄ 月末までのわずか ₂ カ月間で4500件以上に上った。これを受けて，当
初楽観的であったアメリカ側関係者からも状況を懸念する発言が頻発するように
なった。事態打開のため， 5 月 ₇ 日，ハリルザードはドーハでバラーダルと会談
し，囚人釈放と政府との和平交渉開始について直接協議した。
　後述するように， 5 月17日の「包括的政府」成立により国内の政治対立が一旦
沈静化すると，同月20日，ハリルザードがカーブルに来訪してガニー大統領，ア
ブドゥッラー国家和解高等評議会議長と会談し，次いでドーハでバラーダルとも
会談した。このシャトル外交は政府とターリバーンの直接交渉促進と増加する武
力衝突緩和を目的としていた。会談後，ターリバーン指導者アーホンドザーダは，
5 月24日から 3 日間の断食月明けの祝祭期間中の停戦を指令したと発表した。政
府はこの停戦期間中の同月25日に100人の囚人を釈放し，翌日には900人の囚人釈
放計画を発表した。その後も紆余曲折がありながらも， ₆ 月末までに政府側は約
4000人を，ターリバーン側は717人の囚人をそれぞれ釈放したが，和平合意で明
記された人数の釈放は困難な状況となった。 ₆ 月30日にオンライン形式で実施さ
れたポンペオ米国務長官とバラーダルとの直接会談においても，バラーダルは和
平合意に明記された5000人を釈放することが直接交渉の条件として一切妥協しな
い姿勢を明確にした。しかし， ₇ 月 5 日，政府は597人の囚人については，重犯
罪者との観点から釈放しないと発表し，ターリバーン側も釈放する囚人リストの
変更を拒否した。
　状況打開の切り札として，カーブルで 8 月 ₇ 日から ₂ 日間の日程で，囚人釈放
問題を中心に議論するため，ロヤ・ジルガが招集・開催された。ロヤ・ジルガは
憲法において，国民の意思を体現する国家の最高機関と位置づけられている協議
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米国務長官も出席しての開会式典が挙行され，初めての政府とターリバーンとの
直接和平交渉がドーハで開始された。以降，和平交渉は12月半ばに至るまで継続
的に実施された。ただ，政府とターリバーンとの和平交渉開始後も，国内におけ
るターリバーンの攻撃はむしろ増加した。10月11日には南部ヘルマンド州の州都
ラシュカルガーフの一部をターリバーン部隊が占拠し，6000世帯以上の住民が避
難を余儀なくされた。ターリバーンと治安部隊との間の戦闘は全土で拡大し，沈
静化する兆しはみられなかった。
　そのようななかで，11月 3 日，アメリカ大統領選挙が行われ，バイデンの当選
がほぼ明らかになると，同月10日にターリバーンはバイデン次期大統領に対し ₂
月の和平合意を遵守するよう求める声明を発表した。また，停滞していた和平交
渉にも進展がみられ，11月15日には，和平交渉の進め方に関する21項目の基本的
な「規範」について政府とターリバーンが暫定的に合意した。そのうえで，12月
₂ 日に政府とターリバーンは，上記「規範」，および今後の交渉議題策定につい
て協議するための合同委員会の設立で合意したことを共同で発表した。そして，
12月13日， 9 月12日に開始された和平協議を一時中断し，2021年 1 月初旬から

（後日 1 月 5 日からと発表）再開することを双方が明らかにした。
　この間にアメリカは，和平合意に含まれた駐留米軍数の削減を着実に進めた。
₂ 月末時点での兵員数は約 1 万2000人であったが，マッケンジー米中央軍司令官

の場で，国家の重要事の裁
定の際に招集される。この
ロヤ・ジルガでの議論の結
果，ターリバーン囚人の釈
放と和平交渉開始の方針が
決定された。これを受け，
ガニー大統領は同月 9 日に
囚人400人を釈放すること
を発表した。ターリバーン
側も好意的に反応し，同月
11日に，直接交渉の場では
停戦も含めて協議されると
の観測を示した。そして，
ついに 9 月12日，ポンペオ

ドーハでの政府との和平交渉開始にあたり会談するター
リバーンのバラーダル（右）とポンペオ米国務長官（2020年
9 月12日，写真：AA/時事通信フォト）



571

2020年のアフガニスタン

が ₆ 月18日に8600人まで削減したことを発表した。 8 月 ₄ 日には，トランプ大統
領が11月末までに4000～5000人まで削減すると述べた。 9 月 9 日，マッケンジー
米中央軍司令官が11月末までに4500人まで兵員数を削減するとし，さらに，米国
防総省は11月17日，2021年 1 月15日までに2500人まで兵員数を削減すると発表し
た。
　このように，ターリバーンとの和平合意に基づき，早期撤退を進めようとする
米軍の動きに対し，アフガニスタン政府側からの懸念も高まった。10月20日，モ
ヒッブ国家安全保障担当補佐官は，和平交渉が進展し，アメリカが全面撤退した
場合にはアフガニスタンは内戦状態に陥ると危機感を露わにした。11月27日，
ハーリド国防相はターリバーンとの戦闘について，全土の22州と広範囲に広がり，
攻撃回数も激増していると発表した。これにより，兵士や戦闘に巻き込まれる民
間人の死傷者数も増加した。
　12月15日には，米軍の最高司令官であるミリー米統合参謀本部議長がドーハを
訪問し，ターリバーン代表団とアフガニスタン国内での「暴力の削減」について
協議するため「私的」な会談を実施した。ターリバーンは軍事力においてすでに
政府と拮抗しており，米軍の全面撤退が実現した場合には軍事的均衡はターリ
バーン側に傾く可能性も大いにありうる。さらに，ターリバーンは対外的にも影
響力を高めつつあり，12月19日，ユニセフとの間で未就学児14万人に教育機会を
提供するため4000の非公式学校を建設することで合意した。

ガニー大統領の再選確定と政治対立激化，「包括的政府」成立へ
　ターリバーンの軍事的脅威の高まりとさまざまな交渉が進展するなか，政府内
では政治的対立が激化し，その収束が図られた。2019年 9 月28日実施の大統領選
挙については同年12月22日に暫定結果が発表されたものの，最終結果は明らかに
されることなく年明けを迎えた。2020年 1 月 ₄ 日に選挙不服申立委員会は，約 1
万6500件の申し立てがあり，そのうち31州から寄せられた約8500件の申し立ては
選挙結果に深刻な影響を及ぼす可能性があると発表した。さらに， 1 月 9 日に選
挙不服申立委員会が18州の1645カ所の投票所における票の再集計作業を実施する
ことを発表し，同月30日には約30万票が確定できない状況と明らかにするなど，
選挙最終結果発表はさらに先延ばしされた。このようななか， ₂ 月 ₇ 日にカーブ
ルで選挙結果発表遅延に抗議するデモも発生した。
　最終的に ₂ 月18日，IEC は，ガニー大統領が得票率50.6％で再選されたと発表
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した。この結果に次点のアブドゥッラーは強く反発し，ガニー大統領と対立する
ドスタム第一副大統領は人々に街頭デモを実施するように呼びかけるとともに，
各国大使館にも選挙の違法性を訴える書簡を送付するなどの行動に出た。ガニー
とアブドゥッラー両陣営の対立は有力政治家などを巻き込みつつ拡大し，ついに
は 3 月 9 日の大統領就任式典を双方がそれぞれ挙行するという事態にまで発展し
た。これにより，アフガニスタンには ₂ つの政府が併存する状態となった。政府
が分裂した状態は，アメリカにとっても看過できる状況ではなく，まず 3 月18日
にハリルザードが来訪しアブドゥッラーと会談して政治的対立解消を要求した。
さらに，新型コロナウイルス感染症が広がりをみせていた同月23日にはポンペオ
米国務長官が来訪し，対立が解消できない場合は支援を10億ドル減額するとの強
い姿勢で双方に解決を迫った。
　この結果， 5 月 1 日，アブドゥッラーはガニー側と政治的対立解消に向けた暫
定合意に達したと発表した。そして17日，両者は「包括的政府」設立で一致し，
政治的合意文書に署名した。この合意により，アブドゥッラーはターリバーンと
の和平交渉を統括する国家和解高等評議会議長に就任した。さらに，アブドゥッ
ラーは自ら要求していた全閣僚の50％および複数の州知事を任命する権限を保有
することとなった。これは，前回2014年大統領選挙後，ガニーが大統領に，アブ
ドゥッラーが新たに設置された行政長官職にそれぞれ就任し，対立を回避した状
況と酷似している。ガニーとアブドゥッラーによる二頭体制の継続は，以降の権
力分有をめぐる対立発生の可能性に不安を残した。

治安情勢の悪化と変化するテロ攻撃の手法
　激化するターリバーンとの戦闘に加えて，テロによる被害も年間を通じて継続
し，さらにテロ手法に変化がみられた。軍や警察，政府関係者への攻撃や市街地
でのテロ攻撃が引く一方，女性や著名な民間人，人権活動家など比較的襲撃しや
すい人物をあらかじめ標的にした形でのテロ事件が頻発した。上半期に発生した
事例として， 3 月22日にカーブルで発生したワルダク州州都マイダーン・シャハ
ル市の女性市長襲撃テロや， 5 月12日にカーブルのハザーラ人が多く住むダシュ
テ・バルチー地区の公立病院を武装集団が襲撃した事件が挙げられる。とくに病
院襲撃事件は，乳児や看護師を含む13人以上が死亡する凄惨なテロ事件となり，
₆ 月16日には同地区において活動していた国境なき医師団が活動停止発表を余儀
なくされた。
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　また，IS（「イスラーム国」）によるテロ事件も相次いだ。IS は 3 月25日にカー
ブルのスィク教寺院を襲撃して27人を殺害し，さらに翌日，犠牲者たちの葬列を
標的とした攻撃を実施した。また IS は，10月24日にカーブルの私立学校での自
爆テロ事件を，11月 ₂ 日にはカーブル大学での襲撃テロ事件を引き起こした。教
育機関を標的としたこれらのテロ事件では，学生などにも多数の死傷者が出た。
　このような IS の脅威に対して，政府は ₄ 月 ₄ 日に IS ホラーサーン州指導者
ファルーキーを拘束し， 8 月 1 日にはその後継者となっていたアサドッラー・
オーラクザイをジャララバードで殺害した。さらに，IS と並ぶ安全上の脅威と
アメリカが位置づけるアル・カーイダについても，10月24日に国家安全保障局

（NDS）が同組織のナンバー ₂ とされる人物の殺害を発表し，その後も継続的にメ
ンバーの掃討作戦を実施した。ただ，政府の治安対策にもかかわらず，テロ事件
は引き続き発生している。 9 月 9 日にはサーレフ第一副大統領に対する暗殺未遂
事件まで起きた。全土で治安が不安定化し，首都カーブルでは10月16日にサーレ
フ第一副大統領が治安確保のための特別措置をとることを発表した。しかし，
カーブルの治安は一向に改善することなく，政府の治安維持能力の欠如が露呈し
た。

新型コロナウイルス感染症の拡大状況
　2020年は新型コロナウイルス感染症のパンデミック（世界的大流行）が起き，ア
フガニスタンにも深刻な影響を及ぼした。 1 月に中国で感染拡大が確認された段
階では，中国への留学生の帰国に対応して空港での検疫措置を行うなどの対処の
みが実施されていた。しかし，イランで新型コロナウイルスへの感染拡大が確認
されると， ₂ 月24日には西部ヘラートで国内初の新型コロナウイルスへの感染者
が確認された。また，このイランでの感染拡大の影響により，同国に居住するア
フガニスタン人のうち， 3 月11日までの約20日間で約 3 万人が帰国した。このよ
うな人の移動により，新型コロナウイルス感染症は瞬く間に全土へと拡大し，当
初 ₂ 月27日に開催予定であった大統領就任式典も延期となった。さらに， 3 月18
日には多くの人が集まる娯楽施設やスポーツ施設などが閉鎖され，28日からは首
都カーブルで 3 週間に及ぶロックダウン（都市封鎖）が実施された。
　新型コロナウイルスの感染防止対策のため，アフガニスタンに対しては資金や
物資などの国際支援がなされた。しかし，これらの国際支援を一部政府高官が横
領しているとの疑惑が浮上するなど，政府内の汚職体質の深刻さを改めて示すこ
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とになった。
　新型コロナウイルスへの感染者数は日々増加し続け，12月30日には累計感染者
数が 5 万2428人，死者数は2195人に達した。このため，社会生活にも大きな変化
が生じた。学校は閉鎖され， 5 月 ₇ 日に教育省がオンライン授業の開始を発表し
たが， 8 月22日に学校閉鎖が順次解除されるまで就学機会を奪われた子供達が大
多数であった。さらに，新型コロナウイルス感染症拡大の影響により，ポリオワ
クチン接種が 8 月11日に再開されるまで数カ月間停止された。また，腸チフスが
一部地域で蔓延するなど，他の病疫が拡大する傾向もみられた。

経 済

　ターリバーンとの戦闘激化と不安定な治安に加え，新型コロナウイルス感染症
のパンデミックの影響により，経済的には厳しい状況に直面した。 ₆ 月 9 日に世
界銀行が発表した「世界経済予測2020」によると，アフガニスタンは年間の経済
成長率がマイナス5.5％と予測された。このような厳しい状況にある経済を立て
直すため，11月 ₆ 日に IMF は 3 億7000万ドルの融資決定を発表した。しかし，
11月11日に国連開発計画のアル＝ダルダーリー駐アフガニスタン事務所長は，ア
フガニスタン経済が新型コロナウイルス感染症拡大以前の状態まで回復するため
には，少なくとも ₄ 年間必要との見解を発表しており，長期にわたって厳しい経
済状況が続くものと予測される。
　アフガニスタン経済を支える重要な柱である国際支援についても動きがみられ
た。2020年は民政部門への国際支援を協議するための ₄ 年に 1 度のアフガニスタ
ン支援国会合が開催された年であった。11月23日と24日の ₂ 日間，アフガニスタ
ン，国連，フィンランドの主催によりスイスのジュネーブに66カ国，12国際機関
が集まり開催された。今会合は2021年から2024年までの ₄ 年間の支援について協
議する場であった。その基本的指針は，2012年の東京，2016年のブリュッセルと
いう過去 ₂ 回の会合に続き，今後アフガニスタンが国際援助に依存せず，自立的
な国家運営をできるよう支援するというものであった。しかし，支援各国の厭戦
機運に加え，一向に改善しない治安情勢や政府内に蔓延する汚職などの状況から，
前回に引き続き今回も支援総額が大きく減額されることとなった。前回2016年の
ブリュッセル会合においては以後の ₄ 年間で計152億ドルの拠出が約束されたが，
今会合では ₄ 年間で120億ドルにとどまった。また，すでに政府との和平交渉を
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開始したターリバーン側は，支援会合開催直前の11月18日に国際支援が現政府に
のみ支出されることに反対する声明を発した。
　交易路という観点からは， 1 月14日にパキスタン南部のグワダル港に初めてア
フガニスタン向けの輸送コンテナが到着した。すでに交易拠点として開発が進む
イランのチャーバハール港と並んで，アフガニスタンにとっての重要な交易拠点
となることが期待される。また，12月10日には2007年に建設が開始されたイラン
国境付近から西部の主要都市ヘラートまでの約225キロメートルを結ぶ鉄道路が
開通し，オンラインでの開通式典ではガニー大統領，イランのロウハーニー大統
領が演説を行った。

対 外 関 係

対パキスタン関係：強まる存在感と協調関係
　ターリバーンをめぐる状況は，パキスタンがその影響力を行使したことで劇的
に変化したといえる。 1 月16日，パキスタン政府はターリバーンが「暴力の削
減」に合意する方向である旨を発表するとともに，アフガニスタン和平に同国が
積極的に関与し，役割を担うことを強調した。同日，パキスタンのクレーシー外
相はアメリカの首都ワシントンでポンペオ米国務長官，オブライエン米安全保障
担当大統領補佐官と会談した。さらに 1 月19日には，アリス・ウェルズ米国務次
官補が ₄ 日間の日程でパキスタンを訪問し，アフガニスタン和平に関して関係者
と会談を実施した。上述のとおり， ₂ 月29日にターリバーンとアメリカは和平合
意に署名したが，その立役者となったのは2018年末から両者の仲介役を果たし，
ターリバーンに多大な影響力を有するパキスタンであった。
　さらにパキスタンは，アフガニスタン政府とターリバーンとの和平交渉開始に
も積極的動きをみせた。 ₆ 月 9 日にはパキスタン軍のトップであるバジュワ陸軍
総参謀長が初めてカーブルに来訪し，ガニー大統領，アブドゥッラー国家和解高
等評議会議長と会談した。 ₇ 月 5 日には，パキスタン政府はターリバーンとの和
平交渉を統括する役割を担うアブドゥッラーをパキスタンへ招聘すると発表した。
このように，パキスタンはアフガニスタン政府関係者と連携しつつ， 9 月12日の
政府とターリバーンの和平交渉開始へと導いた。 ₂ 日後，ハリルザードはパキス
タンを訪問し，バジュワ陸軍総参謀長ら関係者複数人と会談するとともに，和平
交渉開始におけるパキスタンの役割を高く評価した。同月28日，アブドゥッラー
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国家和解高等評議会議長が 3 日間の予定で初めてパキスタンを公式に訪問した。
その目的は，開始された和平交渉について議論するためであった。
　また，アメリカ大統領選挙前日の11月 ₂ 日にもハリルザードはパキスタンを訪
問した。さらに，同月19日にはパキスタンのイムラーン・ハーン首相が初めてア
フガニスタンに来訪し，ガニー大統領と会談するとともに，停戦と「暴力の削
減」のために可能なあらゆる支援を行うと表明した。ドーハでの和平交渉が一時
中断した直後の12月16日には，バラーダル率いるターリバーン代表団がパキスタ
ンを 3 日間の予定で訪問し，クレーシー外相らと会談を行った。
　以上からも，今後の和平交渉におけるパキスタンの影響力は多大であるといえ
よう。もちろん，アフガニスタン政府や一般市民の間では，パキスタンへの敵対
感情は根強く存在する。その一方で，パキスタンの現政権はアフガニスタン政府
関係者と接触を重ねて信頼と協調関係を構築しようとしている。アメリカが駐留
兵員の大幅削減と全面撤退を見据えるなか，パキスタンとの友好関係構築はアフ
ガニスタンの安定にとって鍵となるといえる。
　このようななか， ₇ 月 ₇ 日にオンラインで開催された中国，パキスタン，アフ
ガニスタンの 3 カ国外相による「戦略的対話」会議は，今後の地域秩序を検討す
るうえで示唆に富む。同会議は終了後に米軍の責任ある撤退を求める声明を共同
で発表したが，そこではアフガニスタンがパキスタンや中国と協調しつつ，新た
な地域秩序のなかで，自らの存立を維持しようとする姿勢がうかがえる。

対イラン関係：帰還民流入の懸念も強まる経済関係
　 1 月 3 日，イラクの首都バグダッドでアメリカによるイラン革命防衛隊のソレ
イマーニー司令官殺害事件が発生した。その後のイランによるイラクの米軍基地
攻撃と，直後に発生したイラン革命防衛隊によるウクライナ航空旅客機への誤
射・撃墜事件といったイランとアメリカの対立は，アフガニスタンにも大きく影
響を与えることが懸念された。
　しかし， ₂ 月にイランにおいて新型コロナウイルス感染症が蔓延すると，その
懸念はアフガニスタン人の帰還問題に取って代わられた。イラン国内での社会・
経済活動停止に伴い，数万人に及ぶアフガニスタン人が帰還したのである。国連
難民高等弁務官事務所は ₄ 月15日，イランやパキスタン国内に居住するアフガニ
スタン難民の生活状況が，新型コロナウイルス感染症拡大の影響により深刻化し，
大量の帰還民が流入する可能性について言及した。
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　また，ターリバーンとの和平交渉においても，イランは一定の役割を担ってい
る。直接和平交渉が継続していた10月18日，アブドゥッラー国家和解高等評議会
議長が 3 日間の予定でイランを訪問し，ターリバーンとの和平交渉の状況につい
てイラン政府関係者と直接協議を行った。
　近年は両国の貿易関係が深まりをみせている。 ₇ 月23日にアジア開発銀行が公
表した報告書では，アフガニスタンへの輸出入品の ₇ 割がイラン経由となってお
り，かつて大部分をパキスタン経由に依存していた国際交易路の転換が確認でき
る。また， 8 月31日にアフガニスタン経由でイランと中央アジア諸国を結ぶ新交
易路を通じた貿易が開始された。これは，経済的関係の緊密化を示す一例である。

対インド関係：経済的連携を強化
　インドは経済的観点からアフガニスタンとの連携を強めた。 ₂ 月 ₂ 日，インド
のスィタラマン財務相は，イラン南部チャーバハール港開発などにかかわる今後
の予算を倍増させると発表した。これは，インドからイラン経由でのアフガニス
タン向け輸出量を今後増加させていく意思の表れでもあった。さらに， ₇ 月12日
には，新型コロナウイルス感染症拡大の影響により 3 月から停止していた，パキ
スタンを経由したアフガニスタンとの交易再開が発表された。また，11月23日か
ら始まったアフガニスタン支援国会合において，インドのジャイシャンカール外
相はカーブル近郊でのダム建設計画を発表し，首都での飲料水の安定的供給を確
保すると発言した。他方，インド国内での新型コロナウイルス感染症の蔓延によ
り，年末12月31日にはオスマーニー公衆衛生相がインド，パキスタンへの以後 ₄
週間の渡航中止勧告を発し，感染症拡大による経済的・人的交流への影響も危惧
される。

対ロシア関係：和平交渉を後援しつつ関与拡大
　ターリバーンが初めて国際会議に出席した2018年11月のモスクワ協議を主催し
たロシアは，ターリバーンとの独自の関係を保持してきた。政府とターリバーン
との和平交渉開始が遅れるなか， ₆ 月10日にロシアのアフガニスタン担当特使
カーブロフは，ハリルザード，アトマル外相代理との 3 者間でのオンライン会談
を実施することを発表した。このように，ロシアも和平実現のための交渉開始を
後押しし，この点においてはアメリカと協調する姿勢をみせていた。しかし， ₆
月26日にアメリカの The New York Times 紙が，ロシアからターリバーンに対する，
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駐留米兵殺害のための報奨金支出疑惑を取り上げたことで，アメリカ側はロシア
への態度を硬化させた。一方，12月18日の国連安全保障理事会会合においてロシ
アは，アフガニスタンにおけるテロ事件の背後には IS の存在があるとして，そ
の影響力の拡大に強い懸念を表明した。すでに 3 月 ₇ 日の段階で，カーブロフ特
使はアフガニスタン国内の治安回復のため必要があればロシアは派兵する用意が
あると発言している。

2021年の課題
　国連アフガニスタン支援ミッション（UNAMA）が2021年 ₂ 月に公表した2020年
年次報告書によると，2020年の民間人死傷者数は8820人（死者3035人，負傷者
5785人）と前年と比較して15％の減少となり，2013年以来最小の数字となった。
しかし，ターリバーンとの和平交渉が開始された後の10月から12月の 3 カ月間に
おいては，民間人死傷者数は2792人（死者891人，負傷者1901人）となり，2019年
の同時期と比較して45％の増加となった。また，第 ₄ 四半期における増加は
UNAMA が本格的調査を開始した2009年以降で初めてのことであった。これは，
ターリバーンとの戦闘拡大に加えて，民間人を標的としつつ手製爆弾装置（IED）
を用いたテロ事件が頻発していることも一因である。このようなテロ攻撃をいか
に削減し，治安改善の道筋を描くのかについては未だ解決策を見出せていない。
ターリバーンとの和平交渉が進展した場合，政府とターリバーンが共同で何らか
の治安対策をとることはありうる。ただ同時に，和平交渉の進展は外国駐留部隊
の撤退にも直結し，さらなる治安悪化の危険性も否定できない。
　一方で， 5 月の政治的合意文書の署名により国内の政治対立がひとまずは安定
し，ターリバーンとの和平交渉を最優先課題とした政府であったが，すでに水面
下での権力闘争の兆しも見え隠れする。その代表的例として，新型コロナウイル
ス感染症対策を担当してきたオスマーニー公衆衛生相が12月30日にガニー大統領
から突如辞任を促されるという事態が挙げられる。今後も政府内部の権力闘争は
継続するものと予測され，汚職撲滅や治安改善，さらにはターリバーンとの和平
交渉など課題が山積するなかで，厳しい状況が続くと考えられる。

（東京外国語大学講師）
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1 月 2 日 ▼アメリカ政府関係者が近くターリ
バーンとの和平合意締結の見込みと発表。
3 日 ▼イラクでのソレイマーニーイラン革

命防衛隊司令官殺害を受けて，国内の政治家
たちから同調や反発などさまざまな反応。
4 日 ▼選挙不服申立委員会，2019年 9 月の

大統領選挙に関し，選挙結果に深刻な影響を
及ぼす可能性がある不服申立が約8500件あっ
たと発表。
5 日 ▼ガニー大統領がロウハーニー・イラ

ン大統領と電話会談。
9 日 ▼選挙不服申立委員会が18州1645投票

所における投票再集計開始の方針を発表。
14日 ▼パキスタン南部グワダル港にアフガ

ニスタン向けの初のコンテナが到着。
16日 ▼パキスタンのクレーシー外相，ター

リバーンが停戦に合意する方向であると発表。
18日 ▼ターリバーン報道官，パキスタンの

Dawn 紙に対し，月内のアメリカとの和平合
意の可能性に言及。
19日 ▼アリス・ウェルズ米国務次官補がイ

スラマバードを ₄ 日の日程で訪問。
25日 ▼公衆衛生省，空港での新型コロナウ

イルスの検疫措置を開始したと発表。
30日 ▼選挙不服申立委員会報道官，2019年

9 月の大統領選挙で投じられた約30万票が確
定できない状況と発表。
2 月 1 日 ▼ガニー大統領がカーブルでハリル
ザード米和平担当特使と会談。
2 日 ▼ インドのスィタラマン財務相，

チャーバハール港開発関連予算の倍増計画を
発表。
4 日 ▼フェーローズ公衆衛生相，国内初の

新型コロナウイルス対応施設を開設と発表。
7 日 ▼カーブルで大統領選挙最終結果発表

遅延に反対するデモ発生。

9 日 ▼アメリカの第92回アカデミー賞にて，
アフガニスタンを舞台にした「Learning to 
Skateboard in a Warzone （If You're a Girl）」 が
短編ドキュメンタリー映画賞を獲得。
12日 ▼トランプ米大統領がターリバーンと

の和平合意を条件付きで承認。
18日 ▼独立選挙管理委員会（IEC）が大統領

選挙最終結果を発表し，ガニー大統領が
50.6％を獲得し再選。
21日 ▼ポンペオ米国務長官とターリバーン

が同時に ₂ 月29日に和平合意署名と発表。
22日 ▼ターリバーンがアメリカとの和平合

意前提条件である ₇ 日間の停戦開始。
24日 ▼西部ヘラート州で国内初となる新型

コロナウイルス感染者 1 人を確認。
26日 ▼停戦期間中カーブルで爆弾テロ発生

もターリバーンは関与を否定。

▼ガニー大統領が27日予定の大統領就任式
を 3 月 9 日まで延期すると発表。
29日 ▼ カタールのドーハにおいてターリ

バーン・アメリカ間の和平合意署名。
3 月 1 日 ▼トランプ米大統領が和平合意を受
けて早期の米軍撤退を明言。

▼パキスタンがチャマン国境を新型コロナ
ウイルス感染症拡大防止のため一時的に閉鎖。
3 日 ▼ターリバーンのモッラー・アブドゥ

ル・ガニー・バラーダル副代表とトランプ米
大統領が電話会談。
7 日 ▼ロシアのカーブロフ・アフガニスタ

ン担当特使が，治安安定化のためアフガニス
タンへのロシア軍派兵に言及。
9 日 ▼ガニー，アブドゥッラー両者が各自

別々に大統領就任式を挙行。
11日 ▼ガニー大統領がターリバーンの囚人

釈放を承認する大統領令に署名。
13日 ▼外務省，駐アフガニスタン国連大使

重要日誌 アフガニスタン　2020年
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がアブドゥッラーと会談したとして召喚。
18日 ▼ハリルザード米和平担当特使がカー

ブルに来訪しアブドゥッラーと会談。
23日 ▼ポンペオ米国務長官がカーブルを電

撃訪問し，ガニー大統領らと会談。
25日 ▼ガニー大統領がターリバーンとの交

渉団20人のリストを発表。

▼ カーブル中心部のスィク教寺院を IS
（「イスラーム国」）戦闘員が襲撃，27人が死亡。
28日 ▼新型コロナウイルス感染症拡大によ

りカーブルでロックダウン（都市封鎖）開始。
31日 ▼アブドゥッラー陣営が独自にターリ

バーンとの和平交渉チームを結成。
4 月 2 日 ▼政府，ターリバーンが双方の囚人
解放を開始と発表。

▼モーマンド鉱物・石油相（代理）が，ジョ
ウズジャーン州の新ガス田から天然ガス採取
を開始と発表。
4 日 ▼ 国家安全保障局（NDS）が IS ホラー

サーン州指導者のファルーキーを拘束。
8 日 ▼国家安全保障評議会がターリバーン

の囚人100人を釈放すると発表。
10日 ▼ ミラー駐留米軍司令官がドーハで

ターリバーン指導部と会談。
12日 ▼ターリバーンが兵士20人を釈放。
13日 ▼ドーハでターリバーンのバラーダル

とハリルザード米和平担当特使，ミラー駐留
米軍司令官が会談。
5 月 1 日 ▼アブドゥッラーがガニー大統領と
の暫定政治合意に達したと発表。
7 日 ▼教育省がオンライン授業開始と発表。

▼ハリルザード米和平担当特使がドーハで
バラーダルと会談。
12日 ▼カーブルで病院を武装集団が襲撃。

乳児や看護師など13人死亡。
17日 ▼ガニーとアブドゥッラーが政治合意

文書に署名し，「包括的政府」設立。

20日 ▼ハリルザード米和平担当特使がカー
ブルでガニー大統領，アブドゥッラー国家和
解高等評議会議長と会談。
24日 ▼ ターリバーンの指導者アーホンド

ザーダが断食月明け 3 日間の停戦を発表。
28日 ▼ターリバーン代表団が囚人釈放につ

いて協議するためカーブルに来訪。
31日 ▼ガニー大統領がオスマーニー公衆衛

生相を任命。
6 月 1 日 ▼ガニー大統領とポンペオ米国務長
官がオンライン会談。
6 日 ▼パキスタンはアフガニスタン担当特

使にムハンマド・サディークを任命。
▼政府は新型コロナウイルス感染症防止対

策の指針を発表。
7 日 ▼ドーハでハリルザード米和平担当特

使とバラーダルが会談。
9 日 ▼パキスタンのバジュワ陸軍総参謀長

がカーブルに来訪。ガニー大統領，アブ
ドゥッラー国家和解高等評議会議長と会談。
10日 ▼ガニー大統領がドスタム前副大統領

の元帥昇格の決裁を実施。
20日 ▼パキスタンがトルハム国境を約 3 カ

月ぶりに開放すると発表。
26日 ▼米 The New York Times 紙がロシアに

よるターリバーンに対する駐留米軍兵士殺害
への報奨金支出疑惑について報道。
30日 ▼ポンペオ米国務長官とターリバーン

のバラーダルがオンライン会談。
7 月 2 日 ▼ 米国防総省がターリバーンとア
ル・カーイダ間の密接な関係について報告書
発表。
4 日 ▼ NATO が新型コロナウイルス感染

症防止のための緊急支援物資供給を発表。
5 日 ▼パキスタンがアブドゥッラー国家和

解高等評議会議長の公式招聘を発表。
6 日 ▼大統領報道官は各州副知事を女性が
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務めるための新ポスト創出を進めると発表。
7 日 ▼アフガニスタン，パキスタン，中国

の 3 カ国外相による「戦略的対話」会議がオ
ンラインで開催。
9 日 ▼アブドゥッラー国家和解高等評議会

議長が自ら任命する閣僚名簿を提示。
12日 ▼パキスタンがインドからアフガニス

タン向けの輸入品通過を許可すると発表。
13日 ▼ハリルザード米和平担当特使が国内

5 カ所の米軍基地閉鎖を発表。
28日 ▼ ターリバーン指導者のアーホンド

ザーダが犠牲祭のメッセージを発出。
31日 ▼政府，犠牲祭開始に合わせ，ターリ

バーンとの 3 日間の停戦実施。

▼パキスタンとの国境開放を求めるデモ発
生。南部国境では治安部隊と衝突。
8 月 1 日 ▼ NDS が IS ホラーサーン州指導者
のオーラクザイを殺害と発表。
4 日 ▼トランプ米大統領が11月末までに駐

留米軍を4000～5000人に削減すると発表。
7 日 ▼カーブルで和平交渉について議論す

るため， ₂ 日間の予定でロヤ・ジルガ開催。
8 日 ▼ロヤ・ジルガにおいてターリバーン

の囚人釈放と和平交渉推進の方針が決定。
9 日 ▼ ガニー大統領，400人のターリバー

ン囚人の釈放を発表。
15日 ▼ IMF が汚職対策実施を条件として，

3 年半で 3 億6400万ドルの融資を決定。
21日 ▼パキスタンがトルハム，チャマンの

両国境を開放と発表。
22日 ▼新型コロナウイルスの影響で閉鎖さ

れていた学校が 5 カ月ぶりに一部再開。
25日 ▼パキスタンのクレーシー外相がイス

ラマバードでバラーダル率いるターリバーン
代表団と会談。
26日 ▼ 洪水によりパルワーン州などで160

人以上が死亡。

29日 ▼ ガニー大統領が大統領令を発し，
ターリバーンとの和平交渉団のメンバーを発
表。
30日 ▼ガニー大統領が閣僚名簿を提示。
9 月 1 日 ▼政府がもっとも危険とされるター
リバーン囚人約100人を釈放と発表。
3 日 ▼ガニー大統領が甚大な洪水被害の発

生したパルワーン州を訪問。
9 日 ▼カーブルでサーレフ第一副大統領に

対する暗殺未遂事件発生。
12日 ▼ドーハで政府・ターリバーンによる

史上初の直接和平交渉開始。

▼ターリバーンがカーブル州内の複数郡に
おいて，電気料金を各家庭から徴収とアフガ
ニスタン電力会社が発表。
14日 ▼ハリルザード米和平担当特使がパキ

スタンを訪問し，バジュワ陸軍総参謀長らと
会談。

▼パキスタンがアフガニスタン人に対する
ビザ規制緩和を発表。
15日 ▼国連女性地位委員会においてアフガ

ニスタンから初の委員選出。
17日 ▼外務省がタジキスタンとの戦略協定

への署名計画を発表。
19日 ▼オスマーニー公衆衛生相が新型コロ

ナウイルス感染症拡大の第 ₂ 波が到来してい
る可能性に言及。
23日 ▼ガニー大統領が国連総会において事

前録画映像を通して演説。
28日 ▼アブドゥッラー国家和解高等評議会

議長が 3 日間の予定でパキスタン公式訪問。
10月 5 日 ▼ガニー大統領がドーハ訪問。
11日 ▼ターリバーンがヘルマンド州州都ラ

シュカルガーフへ侵攻し一部を占拠。
15日 ▼ ハリルザード米和平担当特使とミ

ラー駐留米軍司令官がターリバーンと会談。
16日 ▼サーレフ第一副大統領がカーブルの
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治安確保のため，特別措置をとると発表。
18日 ▼アブドゥッラー国家和解高等評議会

議長が 3 日間の予定でイランを訪問。
24日 ▼ NDS がアル・カーイダのナンバー

₂ とされるアブー・アル＝モフセン・アル＝
ミスリー殺害と発表。

▼カーブルの私立学校で IS の自爆テロ発
生。18人以上死亡，57人以上が負傷。
28日 ▼ ハリルザード米和平担当特使とミ

ラー駐留米軍司令官がドーハでターリバーン
代表団と会談。
11月 2 日 ▼カーブル大学を武装集団が襲撃。
大学生18人を含む22人死亡，27人負傷。IS
が犯行を認め，ターリバーンは関与を否定。

▼ハリルザード米和平担当特使がパキスタ
ンを訪問。
10日 ▼上海条約機構首脳会合をロシア主催

のオンライン会議で開催。

▼ターリバーンがバイデン次期米大統領に
対し，和平合意内容遵守を求める声明発表。
13日 ▼ミラー米国防長官代行は米兵向けの

メッセージにおいて，アフガニスタンからの
撤退を加速すると述べる。
15日 ▼政府とターリバーンが21項目の「規

範」で暫定的合意。
19日 ▼パキスタンのイムラーン・ハーン首

相が就任後初めてアフガニスタン来訪。
22日 ▼スターネクザイ和平交渉団代表らが

カーブルに帰還しガニー大統領と会談。
23日 ▼ジュネーブで ₂ 日間の予定でアフガ

ニスタン支援国会合開催。

▼インドのジャイシャンカール外相がカー
ブル近郊でのダム建設計画を発表。
24日 ▼バーミヤーン市で爆弾テロが発生し

市民17人が死亡。
29日 ▼ガズニー州の軍基地への爆弾攻撃で

30人以上が死亡。

12月 1 日 ▼人権擁護者保護のための合同委員
会が大統領令により設置。
2 日 ▼政府とターリバーンが今後の和平交

渉の議題内容策定のための合同委員会設立な
どで合意と共同で発表。
3 日 ▼ガニー大統領は国連の新型コロナウ

イルス感染症対応に関する特別セッションで
ワクチン供給を求める演説。

▼チャハーンスーリー鉱物・石油相，2021
年に，ヘラートから TAPI ガスパイプライン
の建設が開始される見込みと発表。
10日 ▼イラン＝アフガニスタン間鉄道が開

通しオンラインでの開通式典挙行。
12日 ▼モヒッブ安全保障問題担当補佐官が

和平交渉を国内で実施すべきとの見解発表。
13日 ▼政府・ターリバーン和平交渉を一時

中断と双方が発表。 1 月 5 日再開予定。
15日 ▼マーク・ミリー米統合参謀本部議長

がドーハでターリバーンの和平交渉団と会談。

▼ターリバーンが次回和平交渉をアフガニ
スタン国内で実施するという案を拒否。
16日 ▼バラーダル率いるターリバーン代表

団が 3 日の予定でパキスタン訪問。
19日 ▼ IEC が遅延していたガズニー州の

国会，州，郡議会選挙を2021年10月に実施予
定と発表。

▼ユニセフがターリバーンと4000の非公式
学校建設支援で合意と発表。
22日 ▼ミラー米国防長官代行がカーブルを

電撃訪問。
25日 ▼ ザーブル州議会議長は同州州都が

ターリバーンにより陥落間近との危機感表明。
27日 ▼ 政府・ターリバーンの和平交渉が

2021年 1 月 5 日からドーハで再開される見込
みと政府当局者が発表。
31日 ▼オスマーニー公衆衛生相が前日のガ

ニー大統領からの辞任要求を拒否と表明。
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　 1 　国家機構図（2020年12月末現在）

　 2 　内閣閣僚（2020年12月31日現在）

大統領 Ashraf Ghani
第一副大統領 Amrullah Saleh
第二副大統領 Mohammad Sarwar Danish
外務相 Mohammad Hanif Atmar
内務相 Mohammad Masoud Andarabi
国防相 Asadullah Khalid
財務相 Abdul Hadi Arghandiwal

（注）　2004年 1 月 ₄ 日採択のアフガニスタン憲法に基づき作成，その後の推移により修正。

教育相（代理） Rangina Hamidi
司法相 Fazl Ahmad Manawi
経済相 Karima Hamid Faryabi
農村復興・開発相（代理）
 Mujib Rahman Karimi
労働 ･ 社会問題相 Bashir Ahmad Tahyanj
文化情報相（代理） Mohammad Tahir Zahir
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鉱物・石油相 Mohammad Haroon Chakhansuri
農業・灌漑・畜産相 Anwarul Haq Ahadi
難民・帰還問題担当相 Noor Rahman Akhlaqi
巡礼 ･ 宗教問題担当相
 Mohammad Qasim Halimi
商業 ･ 産業相 Nisar Ahmad Ghoryani
国境 ･ 部族問題担当相 Mohibullah Samim
高等教育相 Abbas Basir
公衆衛生相 Ahmad Jawad Osmani
都市開発相 Mahmood Karzai
女性問題担当相（代理） Hasina Safi
運輸相 Qudratullah Zaki
公共事業相 Najibullah Yamin
通信・情報技術相 Masooma Khawari
議会担当国務相 Gul Badshah Majidi
殉教者・障害者担当国務相（代理）
 Hamidullah Farooqi
和平担当国務相 Seyed Sadat Mansoor Naderi
国家安全保障局（NDS）長官 Ahmad Zia Saraj
国家安全保障担当補佐官 Hamdullah Mohib
地方行政独立局長 Samiuddin Haqqmal
国立環境保護局長 Shah Zaman Maiwandi
アフガニスタン国立銀行総裁（代理）
 Ajmal Ahmadi
最高裁判長 Sayed Yousuf Halim
検事総長 Mohammad Farid Hamidi
国家和解高等評議会議長1） Abdullah Abdullah
（注）　 1 ）国家和解高等評議会議長は大統領選

挙結果再選されたガニー大統領と次点のアブ
ドゥッラーとの対立解消のため， 5 月17日に
締結された合意に基づき新設されたポスト。
閣僚の半数の任命権などの権限を有する。

（出所）　各種報道や発表などを参考に筆者作成。

　 3 　州知事（2020年12月31日現在）

ウルズガーン州 Asadullah Sayed
カーピサー州 Abdul Latif Murad

カーブル州 Mohammad Yaqub Haidari
ガズニー州 Waheedullah Kalimzai
カンダハール州 Hayatullah Haya ＊

クナール州 Abdul Sattar Mirzakwal
クンドゥズ州 Abdul Jabbar Naeemi
ゴール州 Noor Mohammad Kohnawar ＊

ザーブル州 Muhammad Nabi Ahmadzai ＊

サマンガン州 Mohammad Dawood Kalakan ＊

サレポル州 Abdul Qadir Ashna
ジョウズジャーン州 Lutfullah Azizi
ダーイクンディ州 Sayed Anwar Rahmati
タハール州 Abdul Haq Shafiq ＊

ナンガルハール州 Shah Mahmood Miakhel
ニームルーズ州 Zamarily Ahadi ＊

ヌーリスターン州 Abdul Ghafoor Malikzi ＊

バードギース州 Jamaluddin Ishaq ＊

バーミヤーン州 Mohammad Tahir Zahir
パクティアー州 Mohammad Halim Fidai ＊

パクティカー州 Mujiburrahman Samkanai
バグラン州 Mohammad Akbar Barakzai ＊

バダフシャーン州 Mohammad Zakaria Sawda ＊

バルフ州 Farhad Azim ＊

パルワーン州 Fazaluddin Ayar
パンジシール州 Kamal Nizamii ＊

ファーリヤーブ州 Naqibullah Faiq
ファラーフ州 Shoaib Sabet ＊

ヘラート州 Sayed Abdul Wahid Qatali ＊

ヘルマンド州 Mohammad Yasin
ホースト州 Mohammad Sadiq Patman ＊

ラグマン州 Rahmatullah Yarmal ＊

ローガル州 Mohammad Ajmal Shahpur ＊

ワルダク州 Shah Jahan
（注）　＊はこの 1 年間に新たに着任した州知事

である。18州で知事が交代した。
（出所）　Afghanistan Online の ウ ェ ブ サ イ ト

（https://www.afghan-web.com/government-
politics/provincial-governors/）を参考に筆者作
成。
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　 1 　基礎統計
2017/18 2018/19 2019/20

国 内 定 住 者 推 計 人 口（1000人）1） 28,224 31,575 32,226 
男 性 推 計 人 口（同上）1） 14.438 16.082 16.422 
女 性 推 計 人 口（同上）1） 13.786 15.493 15.804 

消 費 者 物 価 上 昇 率（％） 5.0 0.6 2.3 
為替レート（ 1 ドル＝アフガニー）2） 67.93 72.10 77.74 
（注）　2020年発行の年間統計から対象時期をアフガン暦から西暦に対応した会計年度に合致させた。

従って，基本的に2019年統計資料に掲載されている過去 3 年間の統計のみについて記載する。
1 ）2019/20年度の人口は推計。 ₂ ）為替レートはカーブル自由市場の年平均値。

（出所）　National Statistics and Information Authority, Afghanistan Statistical Yearbook 2019；NSIA ウェブサ
イト。

　 2 　支出別国内総生産（名目価格） （単位：100万アフガニー）
2017 2018 2019

民 間 最 終 消 費 支 出 912,820 1,154,110 1,345,235 
政 府 最 終 消 費 支 出 272,353 252,990 335,480 
総 固 定 資 本 形 成 188,478 200,573 171,113 
財 貨・サ ー ビ ス 輸 出 302,518 227,854 179,477
財 貨・サ ー ビ ス 輸 入 399,267 534,750 614,826
国 内 総 生 産（GDP） 1,266,867 1,296,559 1,389,686 
（注）　在庫変動と統計誤差（いずれも推定値）を除く。
（出所）　表 1 に同じ。

　 3 　産業別国内総生産（実質価格）1） （単位：100万アフガニー）
2017 2018 2019

農 業 353,440 332,733 401,910 
鉱 業 ・ 採 石 業 23,394 23,763 24,151 
製 造 業 43,090 72,600 65,667 

食 料 ・ 飲 料 28,385 52,300 52,832
電 気 ・ ガ ス ・ 水 道 24,795 19,804 19,983 
建 設 業 40,900 41,713 41,148 
サ ー ビ ス 業 707,364 721,891 714,674 

卸 売 ・ 小 売 86,281 94,924 95,343 
運 輸 ・ 自 動 車 修 理 ・ 倉 庫 66,565 53,744 50,298 
レ ス ト ラ ン ・ ホ テ ル 38,788 40,079 40,340 
郵 便 ・ 通 信 44,475 47,412 47,838 
金 融 ・ 保 険 28,588 21,553 20,171 
不 動 産 93,223 97,098 99,569 
教 育 38,905 39,170 28,688 
健 康 ・ 社 会 サ ー ビ ス 78,056 80,349 80,782 
そ の 他 の サ ー ビ ス 業 232,483 247,562 251,646 

輸 入 関 税 63,661 64,004 60,386 
国 内 総 生 産（GDP） 1,256,644 1,276,508 1,327,919 
G D P 成 長 率（％） 2.7 1.6 4.0 
（注）　 1 ）2016年度を基準とした実質価格。
（出所）　表 1 に同じ。
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　 4 　国家財政 （単位：100万アフガニー）
2015/16 2016/17 2017/18 2018/19 2019/20

支 出 総 額 434,278.0 455,549.1 417,180.4 404,507.0 424,396.4
経 常 支 出 271,011.3 293,288.9 267,752.2 283,943.4 297,388.8
開 発 支 出 163,266.7 162,260.2 149,428.2 120,563.6 127,007.6

国 内 収 入1） 125,513.0 143,673.2 152,516.9 164,600.0 208,905.6 
税 収 93,990.3 101,734.5 105,014.6 121,428.0 －
そ の 他 31,522.7 41,938.7 47,502.3 43,172.0 －

国 際 支 援 300,209.7 302,025.1 254,230.8 233,783.4 211,256.0
贈 与 296,560.6 294,266.1 251,576.1 232,874.4 210,682.0 
借 入 3,649.1 7,759.0 2,654.7 909.0 574.0 

（注）　 1 ）2019/20年度の国内収入については税収とその他の金額記載がない。
（出所）　表 1 に同じ。

　 5 　国別貿易 （単位：100万ドル）
2018 2019

輸　出 輸　入 輸　出 輸　入
（％） （％） （％） （％）

パ キ ス タ ン 378 43.2 1,087 14.7 298 34.5 1,058 15.6
イ ン ド 359 41.0 354 4.8 410 47.5 405 6.0
イ ラ ン 20 2.3 1,264 17.1 15 1.7 1,247 18.4
ト ル コ 21 2.4 79 1.1 25 2.9 66 1.1
イ ラ ク 13 1.5 － － 15 1.7 － －
アラブ首長国連邦 14 1.6 124 1.7 24 2.7 130 2.0
中 国 28 3.2 1,166 15.7 31 3.6 1,157 17.1
カ ザ フ ス タ ン 4 0.5 791 10.7 3 0.3 515 8.1
トルクメニスタン － － 385 5.2 － － 410 6.0
ウズベキスタン － － 554 7.5 － － 428 6.3
そ の 他 37 4.3 1,611 22.8 44 5.1 1,361 20.1
合 計 875 100.0 7,407 100.0 864 100.0 6,777 100.0 
（注）　輸出の「その他」にはウズベキスタン・トルクメニスタンが，輸入の「その他」にはイラクが

それぞれ含まれる。
（出所）　表 1 に同じ。


